
宣 言 日 令和 ４年 ４月１２日

住 所 埼玉県北区さいたま市大成町４－１４０

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社 デサン

代表者役職 氏名 代表取締役社長 藤池一誠

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材・性別・年齢・人種・国籍・障が
いの有無等にかかわらずそれぞれの持つ
「能力」や「特性」を活用する。
＜2021年の数値＞
 ①高齢者雇用比率 7.3%(6人/82人)
 ②外国人の雇用比率 8.5%(7人/82人）

＜2030年に向けた指標＞

① 10%（10人/95人）      ② 10%（10人/95人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

① 6.7%(6人/90人)　②8.9%(8人/90人)

１．銀行保証付私募債を寄付付社債にする
２．自動販売機の手数料をこども食堂へ寄
付
３．女性の管理職割合を増加させる
＜2021年の数値＞
①10万円/年　②1万円/自販機1台/年
③女性の管理職割合1.2%(1人/82人)

＜2030年に向けた指標＞

　①２０万円/年　　②２万円/自販機２台/１年　③3% （3人/95人） 

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　①１０万円/年　　②1万円/自販機１台/１年　③2.2%(2人/90人）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①特化物75％減　②塗装の水性塗料化100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①特化物50％減　②塗装の水性塗料化4０％

１．環境対応型シンナーへの切替による特
定化学物質（トルエン等）の半減
２．水性塗料での塗装技能を開発し、環境
負荷のさらなる低減計画を進める
＜2021年の数値＞
①550（kg）/年
②０％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　「当社は経営理念である『みんなが幸せになる会社』デサンの事業を通じて、わが社に関わる全ての
人たちの明るい未来が描ける会社づくりを目指す。」この考え方は、ＳＤＧｓの取り組みである「我々の
世界を変革する：持続可能な開発のための２０３０年アジェンダ」にもつながっている。 事業活動に於
いては、より環境に配慮した製品・サービスを提供していくことにより、ＳＤＧｓの目標達成に貢献する。
また、私たち一人ひとりが『宇宙船地球号』の乗組員の一人として、日常生活の活動の中で地球環境負
荷の低減について考え、できることから始め、継続することで、ＳＤＧｓの目標達成に貢献していく。

株式会社 デサン

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


